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Scanning Laser Doppler Vibrometer）を用
いた、非接触による非破壊探査法を提案して
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16 mm、長さ 370 mm、削孔径 19 mm、削

























周波数 500–7100 Hz、変調周波数 200 Hz、
インターバル 50 ms、パルス幅 3 ms のトー
ンバースト波を用いた。音圧は計測対象面で










す。(a) は接着剤の充填率が 100% の結果で
あり、(b)、(c) はそれぞれ 78%、55% の結果
となっている。個々の最大値は (a) が 3.68E-







個々の最大値は (a) が 2.15E-07、(b) が 2.20E-
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